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作鳥獣害対策の現場 か ら ( 8 )…………………付 回 目 日 園 圏1f ，-------------------， 生長 し た イ ネ や野菜 を 食べ ら れ て し ま う 被害が， 中 山 !1 1長野県に お け る 鳥獣被害と対策 | 附多 く 発生 川 る 。 圃場 内 シ カ の侵入 を 防 万
止す る た め ， 人間の背丈程 の 高 さ の棚や電牧棚 を 設置

+ 叫 さ わやすひと す る と い っ た対策が主 に と ら れて い る 。 最近で は匂 い +(長野県病筈虫防除所防除企画課 清還靖仁)i 物質の忌避効果 を 使 っ た 防除 に つ い て も ， 省力的であ ;
; 平成 9 年度の ， 長野県 に お け る 鳥獣 に よ る 出作物被 る と い う こ と で試験的 に 実施 さ れ て い て ， 効果が期待 ;
+ 筈 は 1 0 億 5 ， 900 万 円 (鳥 類 に よ る 被 害 : 5 億 8 ， 300 さ れて い る 。 ++ + 万円， 獣類 に よ る 被害 : 4 億 7 ， 600 万 円 ) に の ぽ り ( 3 ) サ /レ + 
ドー に 続 し て 一 一 超 え た (平成 和付川……レは山…にはωよMる 被一 … 急繍増 し 各地で j

l印0 年度 の被害額 に つ い て は現在調査中) 入。 深刻な状況に な つ て い る 。 被筈 は 果樹， 野菜， 水稲 な ;; 附一一別批一にに よ り 野菜， �水k稲， 果樹が大 き な被害を受 け て い る 。 く ， 袋掛け の 済 ん だ ブ ド ウ の房 を落 と し た り ， た ば こ
主 な加害鳥獣 を あ げ る と ， 鳥類で は カ ラ ス に よ る 被害 の生長点部分 を折 っ て し ま う と い っ た ， い た ず ら に よ +
が l 億 9 ， 700 万円， ス ズ メ に よ る 被害 が 1 億 4 ， 500 万 る 被害 も 多 く 発生 し て い る 。 地 区 に よ っ て は サ ルが民 ;

; 円 で， 両鳥 で鳥類被害全体の 問弱 を 占 め て い る 。 家へ侵入 し部屋 を荒 ら す ケ ー ス も あ り ， 被害 は 農業 だ ;
f 獣類で は シ カ に よ る 被害が l 億 3 ， 000 万円， サ ル に よ け に と ど ま ら な い。 t
+ る 被害が l 億 300 万円， イ ノ シ シ に よ る 被害が 9 ， 500 サ ル被害が急増 し た 原因 に つ い て は， {同体数の増加 +
4 万円 で， 3 獣で獣類 に よ る 被害全体の約 70% を 占 め て や 山 の生活環境の悪化 な どが言 わ れ て い る が， は っ き 品+ i い る 。 り と し た こ と は わ か っ て い な い .j.
! 1 主 な 鳥獣 に よ る 被害 と 対策 対策 と し て は， 威嚇装置や電牧郷 (高 さ が高 く ， 丈 Z
t ( 1 ) カ ラ ス 夫な も の ) が使わ れ る 。 し か し， 威嚇装置 は時聞がた ;
+ カ ラ ス は 果実や野菜 を食害す る だ け でな く ， り ん ご っ と サ jレが慣れて し ま い， 電牧棚 は 小 さ な 隙 聞 が あ っ f
4 な ど に か け た袋 を外 し て し ま っ た り ， 植 え た ばか り の た り ， 棚 に かぶ っ て い る 木の枝な どがあ る と そ こ か ら 4
i 野菜の苗な ど を 抜 い た り と い っ た ， い た ず ら に よ る 被 侵入 し て来 る た め， 思 っ た よ う な効果が上が ら な い場 ;
f 害 も 多 く 報告 さ れて い る 。 こ の と こ ろ ， 対策 と し て捕 商 も あ る 。 駆除に つ い て は猟友会 な どへ委託 し て い る i
r- 一 … 一 定 … し が 猟友… …… ;

期的 な餌 の補給な ど， 維 持管理 に や や 手 聞 が か か る な い (人間 に似て い る ， 効率が惑 い ， 捕獲 し で も 価値 す
が， 効果 を 上 げて お り ， 県全体の被害額は 減少傾向 に が な い ? ) た め， 捕獲櫨の設置 を検討す る と こ ろ が増 +

i あ る 。 え て い る 4.
Z た だ， 一部 に は カ ラ ス の捕獲 に 対す る 反対 も あ り ( 4 ) イ ノ シ シ z 
f 捕獲 し た カ ラ ス を逃が さ れて し ま う こ と も あ る 。 イ ノ シ シ に よ る 被害 は ， 平成 7 年 ご ろ か ら 根菜類 を ?
+ ( 2 ) シ カ 中 心 に 急増 し ， 品 目 に よ っ て は産地の存続 に かかわ る す
4 シ カ に つ い て は， 定植間 も な い， も し く は あ る 程度 問題 と な っ て い る と こ ろ も あ る 。 そ れ に 伴 い電牧棚の +

; み ふ 金 一一 れ融問翻一一 ;
+ 
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; 設置等の対策が と ら れ， 被害の増加 に歯止め が か か っ 爆音器が多 く 使わ れて い る が， 良村部の宅地化が進ん i
i て き て い る 状況であ る 。 だ こ と に よ り ， 市町村， 農協1 な どへ苦情が多 く 寄せ ら ;
; 獣類対策 に つ い て は， 電側iな ど を集団で設置 し て れて お り ， ζ れに つ い て も 対応が必要 に な っ て き て い ;
+ 効果 を上げて い る 地区があ る 反商， 山間地で， 小 さ な る 。 *i 畑が山際な ど に 散在 し て い る よ う な場合比 栽培規模 最近， 市町村の担当者や農家 の 方 か ら ， サ Jレや イ ノ ;
; に比べ設置費用 がかか る う え ， 維持管理 に手聞がかか シ シ の被害対策 に つ い て ， 相談や 問 い合わせ を受 悦 ;
; る た め ， 電牧制!な ど は 導入 を あ き ら め ざ る を 得 な い所 こ と が多 く な っ た 。 ま た ， 新 し く 発売 さ れた 防除器具 ;
f も 多 く あ り ， そ の よ う な場所での防除対策が課題であ な ど に つ い て 問 い合わ せ も あ る 。 し か し ， 防除所 に も f
+ る 。 鳥獣害対策 に 関 す る 情報が少な し 回答 に 苦慮す る こ +; 水稲や果樹での鳥類対策 に つ い て は， 防止策 と し て と が多 々 あ る 状況であ る 。 ; 
弘司。+++++++01咋キ+01咋+。幸町�+++++++++++++++++++++キ+01咋キ+++++++++++++宇中++.J

人 事 消 息
(3 月 31 日 付)
西村繁夫氏 (茨城 県 農業総合セ ン タ 一 生物工学研究所

長) は採用 ・ 民業生物資源研究所付 に
岡 成美氏 (農業生物資源研究所生物工学部分化制御研

室長) は 退職 〔茨城県段業総合セ ン タ 一生物工学研究
所長 に 〕

松永隆司氏 (食品総合研究所素材利用部長) は退職 〔秋
田 県立大学教授 に 〕

最上邦章氏 (九州農業試験場次長) は退職
美濃部{有三氏 (品業生物資源研究所分子遺伝部長) は退

職
日 比野啓行氏 (良業環境技術研究所環境生物部長) は退

職
堀井正治氏 (食品総合研究所生物機能開発部長) は退職
(4 月 1 日 付 )
古谷 {彦氏 (東北農業試験場長) は退職
小野良孝氏 (四国農業試験場長) は退職
橋詰和宗氏 (農業研究 セ ン タ ー総合研究官) は退職
小泉銘崩氏 (果樹試験場 カ ン キ ツ 部長) は退職
西村繁夫氏 (良業生物資源研究所付 ) は 出 向 〔筑波大学

教授農林学系〕
真木太一氏 (農業環境技術研究所環境資源部気象管理科

長) は 出 向 〔愛媛大学教授農学部〕
井上隆弘氏 (東北農業試験場次長) は 同場場長 に
滝本勇治氏 ( 四国農業試験場企画連絡室長) は 同場場長

中井博康氏 (畜産試験場加工部長) は東北操業試験場次
長 に

施山紀男氏 (農業研究セ ン タ ー総合研究官) は九州、|農業
試験場次長 に

松尾誠介氏 ( 中国農業試験場畑地利用部長) は農業研究
セ ン タ ー総合研究官に

肥後健一氏 (段業生物資源研究所企画調整部研究交流第
l 科長) は同所分子遺伝部長 に

河部 退氏 (東北農業試験場地域基盤研究部長) は農業
環境技術研究所環境生物部長 に

野 内 勇氏 (品業環境技術研究所企画調整部企画科長)
は同所環境資源部気象管理科長 に

高辻豊二氏 (果樹試験場 カ キ ・ ブ ド ウ 支場長) は果樹試
験場 カ ン キ ツ 部長 に

真田哲朗氏 (果樹試験場 リ ン ゴ支場上席研究官) は果樹
試験場 カ キ ・ ブ ド ウ 支場長 に

中 山正義氏 (四国農業試験場企画連絡室企画科長) は東

北良業試験場地域基盤研究部長に
原 正紀氏 (東北農業試験場企画連絡室企画科長) は 中

国段業試験場畑地利用部長 に
氏原和人氏 (九州農業試験場作物開発部長) は 四国民業

試験場企画連絡室長 に
松井重雄氏 (国際農林水産業研究 セ ン タ ー海外情報部国

際研究情報官) は 九州農業試験場作物開発部長 に
八巻 正氏 (農林水産技術会議事務局研究管理官 (研究

開発担当) ) は 操業総合研究所操業構造部長 に
中北 宏氏 (食品総合研究所流通保全部貯蔵害虫研究室

長) は 同所素材 利用部長 に
吉田泰治氏 (農業総合研究所経済政策部上席研究官) は

j良林水産技術会議事務局研究管理宮 (研究開発担 当 )

(3 月 28 日 付 )
渡迩朋也氏 (科学技術振興事業団海外派遣研究員 ( オ ー

ス ト ラ リ ア 熱帯研究 セ ン タ ー ) ) は 採 用 ( 九 州 段業 試
験場地域基盤研究部主任研究官 (害虫管理 シ ス テ ム 研
究室) に

(4 月 l 日 付)
渡溢朋也氏 ( 九州農業試験場地域基鍛研究部主任研究官

(害虫管理 シ ス テ ム 研究室) ) は良業研究 セ ン タ ー研究
情報部主任研究官 (モ デル開発研究室) に

川 名義明氏 ( 九州民主試水田利用部雑草制御研) は 農研セ
ン タ ー耕地利用部水田雑草研へ

岩野正敬氏 ( 九州良試地域基盤研究部上席研究官) は農
研セ ン タ ー病害虫防除部水田病害研究室長 に

相馬 聡氏 (北海道j長試畑作研究セ ン タ ー 主研 (環境制
御研究 チ ー ム ) ) は 燥研 セ ン タ ー 病 害 虫 防 除部 主 研
(線虫害研) に

草場 敬氏 (北海道良試生産環境部土壊特性 ・ 微生物研
室長) は農研セ ン タ ー土壌肥料部土壌診断研室長 に

長谷川 周一氏 (農環研環境資源部土壌管理科土壊物理研
室長) は銭環研企画調整部企画科長 に

加藤英孝氏 (北海道良試生産環境部主研 (土壌特性 ・ 微
生物研) ) は 農環研環境資源部土壌管理科土壌物理研
室長に

石原 '陪氏 (農薬検査所検査第一部企画調整課) は段環
研資材動態部農薬動態科良薬管理研へ

岩波 徹氏 (果樹試 カ ン キ ツ 部主研 (形質発現研) ) は
果樹試保護部主研 (病害研) に

兼松聡子氏 (果樹試保護部病害研) は 果樹試 リ ン ゴ支場
病害研へ

(40 ペー ジ に続 く )
一一一 34 一一一


